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関学２０１９年度・現代史⑧ ２０１９年６月４日（火） 

「趙文相（チョウ・ムンサン）の遺書―朝鮮植民地支配と朝鮮人BC級戦犯」 

飛田雄一（ひだ ゆういち）hida@ksyc.jp 

*************************************************************************************************** 

 

●キーワード 

戦犯／Ａ級戦犯／ＢＣ級戦犯／泰緬鉄道／趙文相／チャンギ―刑務所／捕虜ＰＯＷPrisoner Of War／Ｐホール／

ジュネーブ条約／「戦陣訓」／李鶴来／1952.4.28人身保護法による釈放請求裁判 

 

● 朝鮮人ＢＣ戦犯（戦争犯罪人）問題 

  ※同戦後補償ハンドブック、「朝鮮人BC級戦犯」参照 

 

 ビデオ、１９９１年８月１５日 ＮＨＫスペシャル 

 「チョウ・ムンサン（趙文相）の遺書―シンガポールＢＣ級戦犯裁判―」（５５分） 

 

①植民地支配下の朝鮮人の中には日本軍の軍人・軍属となった人もいる。 

②クリスチャンであるチョウ・ムンサンは、捕虜監視員として働かされる。 

③捕虜虐待の罪で戦犯に問われて軍事裁判で死刑判決を受ける。処刑される。 

④死の直前まで遺書を書き続けた。その遺書は、密かに友人によって持ち出される。 

⑤オーストラリアの公文書館にチョウ・ムンサンの裁判記録が残されていた。 

 

●趙文相（チョウムンサン）、日本名・平原守矩。 

1947年 2月、チャンギー刑務所にて絞首刑。享年 26歳。 

日本人上官の命令を捕虜に伝える通訳だったため 

捕虜の憎悪を人一倍集めた。 

獄中で彼は、処刑の数分前まで心の揺れを長文の遺書に綴っ

た。 

「…友よ、弟よ、己の智恵で己の思想を持たれよ。 

いま自分は、自分の死を前にして 

自分のもののほとんどないのにあきれている…」 

この言葉は、敬虔なクリスチャンでありながら 

日本軍の兵士として生きてしまったことへの 

悔悟の念であろうか。 

http://www.ne.jp/asahi/nadja/bc/framePHOTOj.htmlより 

●http://kbcq.web.fc2.com/shogen/shogen1.html に遺書と手記

があります。 

●ビデオに登場する李鶴来さんの新聞東京、2012/4/21朝日新聞 

●映画『戦場にかける橋』の舞台になったクワイ川鉄橋 
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●東京地方裁判所(東京

地裁平成３年(ワ)第 15964

号)   1991年 11月 12

日提訴/1996年９月９日請

求棄却判決  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●東京高等裁判所   

1996年９月 19日控訴

/1998年７月13日控訴棄

却判決  

【判決文から】 「…国際的、

政治的その他の諸事情

によるやむを得ない面があったとはいえ、戦犯者控訴人らについてみれば、ほぼ同様にあった日本人、更には台湾住

民と比較しても、著しい不利益を受けていることは否定できない。  このような状況の下で、戦犯者控訴人らが不平等

な取り扱いを受けていると感じることは、理由のないことではないし、その心情も理解し得ないものではない。   この

問題について何らの立法措置が講じられていないことが立法府の裁量の範囲を逸脱しているとまではいえないとして

も、適切な立法措置がとられるのが望ましいことは、明らかである。第二次大戦が終わり、戦犯控訴人らが戦犯者とさ

れ、戦争裁判を受けてから既に 50年余の歳月が経過し、戦犯者控訴人らはいずれも高齢となり、当審係属中にも、そ

のうちの２人が死亡している。国政関与者において、この問題の早期解決を図るため適切な立法措置を講じることが期

待される。」 
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